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沖縄県名護市幸喜方言の擬声擬態語

かりまたしげひさ

1．幸喜方言の擬声擬態語

沖縄島北部の名護市幸喜集落の方言（以下、幸喜方言'）にも実際の音をま

ねて動きや状態のようすをあらわしたり、動きや状態のようすを音の感じであ

らわしたりする擬声擬態語とよばれる一群の単語が存在する。幸喜方言の擬声

擬態語は、主として述語になる動詞を修飾し、述語のあらわす動作、変化、動

き、状態のありさまをあらわす。擬声擬態語は、形態論的には語形変化のシス

テムをもたず、構文機能的には連用修飾語として述語を修飾する。形態論的な

特徴と構文機能的な特徴を重視すると、幸喜方言の擬声擬態語は副詞に分類さ

れる。

幸喜方言の擬声擬態語は、実際の音をまねて動きや状態のようすをあらわす

擬声語や擬音語、動きや状態のようすを音の感じであらわす擬態語、擬‘清語に

下位区分することも可能である。典型的なばあいには容易に区別できるが、ど

ちらかあいまいなものもすぐなくなく、1個の単語の多義的な意味として擬音

語的な意味と擬態語的な意味が共存する単語もあって、分別が容易ではないば

あいがある。本稿では擬声擬態語として一括してよぶ。

2．副詞の文法的な形式

副詞は、連用修飾語としてしか機能しない、構文機能的に単純な品詞である。

副詞は、文のなかで主語、補語、状況語として機能する名詞のような格＝とり

たての体系をもたず、曲用しない。動作や変化や状態など動的な意味をあらわ

’本稿で使用する資料は、2000年4月から2011年9月27日までの期間に行なった幸喜方

言辞典作成のための調査で得られたものである。2011年9月27日で441回の調査を行な
い、なお継続中である。話者は幸喜集落在住のM.Y.(1916年生、女性)、M.H.(1920

年生、女性)。いずれも幸喜生まれ育ち。両親も配偶者も幸喜出身者。
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しながら述語として機能する動詞のようにテンス・アスペクト・ムード、ヴォ

イスなどの文法的なカテゴリをもたず、活用しない。語形変化しない副詞の形

態論的な特徴は構文機能的な特徴と相関している。副詞は、文法的に（形態論

的）に無定形armorphousな品詞といわれるのはそのためである。

しかし、擬声擬態語をふくめた副詞が語量的な意味を有して文のなかで文法

的な役割をもって機能するものであるならば、副詞の語棄的な意味の存在形式

としての文法的な形とはどんなものだろう。新川忠1974は、副詞の文法的な形

を次のようにのべる。

副詞はおもに動詞や形容詞とくみあわさって、一定のむすびつきをつくり

ながら、その中でみずからの機能をはたしている。文の構造の中では一定の

位置をしめている。副詞のつくりだすむすびつき、その中での機能､文の中

での副詞の位置などは、名詞や動詞や形容詞などのそれとくらべて、あきら

かにことなっていて、それらが副詞を文法的に特徴づける。つまり、構文論

的な観点からみるならば、副詞はまちがいなく文法的にかたちづけられてい

て、その点で名詞や動詞や形容詞、あるいは、陳述詞とはことなっているの

である。

擬声擬態語も形態論的には形づけられないが、構文機能的には述語のまえに

おかれて連用修飾語として述語を規定し、動詞とのあいだで連語論的なむすび

つきをつくって動作、変化、動き、状態の様態や結果的な状態をあらわす。こ

の連語論的なむすびつきと構文論的な機能が擬声擬態語の語棄的な意味の存在

形式としての文法的な形である。

3幸喜方言の擬声擬態語の音声形式

幸喜方言の擬声擬態語を形のうえからみると、重複形とひとえ形におおきく

わかれる。擬声擬態語からつくられた複合動詞と派生動詞の第二中止形が連用

修飾語として述語をかざり、副詞化したものがある。
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l・はだかの重複形

2.部分重複形

3.tuを後接させた重複形

4．はだかのひとえ形

5.tfiを後接させたひとえ形

6.naiを後接させたひとえ形

7.Jiを後接させた重複形

8.接尾辞-mikatfi、-makatfiを後接させたひとえ形

3．1はだかの重複形

はだかの重複形は、幸喜方言の擬声擬態語の基本となるタイプで、3，6，7

のタイプのもとになっている。様態副詞、結果副詞の両方にあらわれる。この

タイプは、かざられの動詞のあらわす動作・変化が継続するさま、多回的につ

づくさま、状態の程度がおおきいことを含意してあらわすものがおおい。

音節構造からみると、l音節lモーラの短音節をふたつかさねるcvcv型、長

母音を含むl音節2モーラの音節をかさねるCV:CV:型、溌音をふくむl音節2モー

ラの音節をかさねるCVNCVN型がおおい。そのほかに、数はすぐないが、促

音をふくむ2音節3モーラの音節をかさねるCVQCVCVQCV型、促音と溌音を

ふくむ2音節4モーラの音節をふくむCVQCVNCVQCVN型などがみられる。

l音節1モーラの短音節cvをふたつかさねるcvcv型には、mutamuta(ワ

イワイ)、pakupaku(プカプカ)、Jlkajika(オドオド)、pijipiji(上リヒリ、

ズキズキ)、putuputu(ブルブル）などがある。

1)tawakupakupakupukutukusahaN.

（タバコをスパスパ吸うので臭い｡）

2)dugerititi:ka:packipij､ipijijamuN.

（転んで手の皮を剥いで上リヒリ痛む｡）
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3)tamunupatjipatjiu:timeisuN.

（薪をポキポキ折って燃やす｡）

4）？arijajuru：niNtutipa冒giJigiJinarasuN．

（あいつは夜寝ていて歯をキリキリ鳴らす｡）

長母音を含むl音節2モーラの音節cv蔓をかさねる型には、ba:ba:(ぼさぼさ)、

kaika:(か一つと)、weiwe:(ウエーン)、piipi:(ピーピー)、giigi:(ギーギー)、

gaiga:(ガーガー）などがみられる。

5)harad3ib型生理鯉1J？aNda量Jikirex．

（髪がぼさぼさになっているから油をつけろ｡）

6)garasaga

（カラスが

gaiga:mugeisuganu:egaja:.

ガーガー騒ぐが何だろう｡）

溌音をふくむl音節2モーラの音節CVNをかさねる型には、tfoNtfoN(ポタ

ポタ)、paNpaN(パンパン)、koNkoN(ぐうぐう)、kwaNkwaN(漂と）な

どがある。

7)patagajiratatiNditJltjidsimigwaNgwaN嬰翌§型．

（旗頭を立てようと太鼓をドンドン鳴らしている｡）

その他に、l音節lモーラの短音節cvをみつつかさねる型、促音をふくむ2音

節3モーラの音節CVQCVをかさねる型、溌音をふくむ3音節3モーラの音節cv

CVNをかさねる型、促音と溌音をふくむ2音節4モーラの音節CVQCVNをかさ

ねる型などがあるが、いずれも語例はおおくない。

pikarapikara(ぴかぴか)、d3iQtad3iQta(びっしょり）

potoNpotoN(ポタポタ)、kereNkereN(ちりんちりん）

paQtaNpaQtaN(パタンパタン・機織の音）
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8）？aQtani？amiputikinugad3iQtad3iQta

（急に雨が降って服がぐしょぐしょに

9)pukuginumi:potoNpotoNutiN.

di:tuN
-

濡れている)。
－

（フクギの実がポタポタ落ちる｡）
-

10)wakahanijapaQtaNpaQtaNnunu

(若いころはパッタンパッタン布を

?utaN.
一

織った｡）
一

3．2はだかの部分重複形

重複する形式の一部の子音か母音、あるいは音節に変異のみられるタイプで

ある。フオネーム1個、あるいは音節1個を変更したタイプと2箇所のフオネー

ムを変更したタイプ、ことなる重複形をならべたタイプがある。

gi:guiha:gui

(おどおど)、

piriNparaN

（ぶつくさ）、saNd3aNkuNd3aN(さんざんに)、j､ikamuga

？a夏ba:sa:ba：（ペチャクチャ)、nuruNturuN(ボーッと)、

(ペラペラ）

11）？anutj､u:ja

（あの人は

gi:guiha:gui ?awiN.
一

ぶつくさ 不平をいう｡）
－

tJiritJiribarabara(ちりちりばらばら)ki:ki:ka:ka:(ちくちく）、

teNteNpatJipatJi(テンテンパチパチ・綿打ちの音）は、重複形をふたつ重ね

たもので、前半部だけでも、あるいは後半部だけでも使用可能である。

12）？inuga

（犬が

13）？inuga

（犬が

14)？inuga

（犬が

hakadsititju:jatjiritjiribarabaranatuN.
一

あさって今日（のごみ）はちりちりばらばらに なっている｡）
一

hakadsititju:jatjiritjirinatuN.

あさって今日（のごみ）はちりちりに

hakadsititj､u:jabarabaranatuN.

あさって今日（のごみ）はばらばらに
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15)nudini

（のどに

16)nudini

（のどに

gi:hakatiki:ki:ka:ka:suN.

疎がかか っ て ち く ち く す る ｡ ）

gi:hakatiki:ki:su:tuka:ka:Je:.

疎がかかってちくちくするからか－か－ しろ（息を強く吐け｡)｡）
一

3.3tuを後接させた重複形

重複形に接辞tuを後接したbutebute:tu(でっぷりと)、kwaNkwaNtu(漂

と）と、ひとえ形に接辞tuを後接したguQtatu(ぐったりと)、suputu(ぐっ

しょり）とのふたつのタイプがみられる。重複形に接辞tuを後接したものは、

はだかの重複形とつかわれ方やそのあらわす文法的な意味がほぼおなじである。

現在までのところ結果副詞的な意味をもった擬声擬態語がみられた。接辞tuを

後接した類似の構造をもつ副詞として、?aka?aka:tu(赤々 と)、naganaga:tu

(長々と）のような形容詞派生の結果副詞がある。

17）？anutJu菖jabuNra冒hanukwaNkwaNtu？aiN．

（あの人は威厳があって標としている｡）

18)ku:japiQtJi:PitjunahanuutatiguQtatunatuN.

（今日は一日中忙しくて疲れてぐったりなっている｡）
一

3．4はだかのひとえ形

この形式のおおくは他音節構造である。baNbara:(がらんと)、gaNgara:

(がらんと）、paQtarage:(バタバタ）、tuNtuNteN(チントンシャン)、

gu:rakwaQtai(ユラユラ、フラフラ)、gu:rabaQtai(ユラユラ、フラフラ)、

hiN(ち－ん）など、ひとえ形でしか使用されないものがおおいが、joNna:

(ゆっくり)、pu:(ブーツと）などかさねて使用できるものもある。

19)ja:jamagihasugado:gunemu

（家は大きいが家具がなくて

baNbara:natuN.

がらんどうになっている｡）
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20）？anutJu:jasakinudimitj､iragu:rakwaQtaiaQkuN.

（あの人は酒を飲んで道をフラフラ歩いている｡）

3.5naiを後接させたひとえ形

重複形の前半分のひとえ形に接辞naiをつけたもので、つかわれ方やそのあ

らわす語棄＝文法的な意味は、重複形とほぼおなじである。かざられの動詞の

あらわす動作、変化が継続するさま、多回的につづくさま、状態の程度がおお

きいことなどを含意してあらわす。

mutanai(ワイワイ)、toNnai(トントン)、gatanai(ガタガタ)、pakanai

（ドンドン)、we:nai(ゲエゲエ)、gumai(ブウブウ)、supunai(ぐっしょ

り）

21)kadasubumgemaipaQtJaN.
－ －

（食べたのを全部ゲーゲー吐いた｡）

22)nu:gakadarawe:naimunupakuN.
一

(何を食べたのか、ゲーゲー食べた物を吐く｡）

23)tja:tjagatibura:pi:nainarasuN.

（祖父が指笛をピーピー鳴らす｡）

24)hamadunupi:paNnime:tuN
－ 一

(かまどの火がボウボウと燃えている｡）
一

25)darugaraja:dutoNnaitatakusugadarujagaja:.

(誰か戸をとんとん叩いているが誰だろう｡）

26）？aminidi:tipi:hanugatanaiwaNmikuN．
一

(雨に濡れて寒いので、がたがたふるえる｡）
－

3.6ditJiを後接させたひとえ形

引用をあらわすditJi(と）を後接したひとえ形の擬声擬態語は、擬声語、

擬音語におおく、様態副詞としてnakuN(泣く、鳴く）、naiN(鳴る)、

－15－



wareiN(笑う）など言語活動をあらわす動詞とくみあわさる°この型の変種

としてdiの脱落したものがある。このタイプは、～ditjijuN(と言う）とお

なじく言語活動の内容を提示するむすびつきとおなじである。内容規定的な関

係をつくっている。

gu:ditji(グーッと)、mo:ditri(モーと)、poNditJ､iドンと)、(Nga:tji

(オギャーと)、tJiNpkditJi(チンピーと)、？ihihixditj､i(ヒヒヒと)、

kuQkuru:u:tJi(コケコッコと．雄鶏)、kekere:ke:tji(コケコッコと。雌

鶏)、kiQkiriQkiitJi(コケコッコと)、paQpa:tJi(パッパーと）

27)tarugarawata:gu:ditji nalsuga
－

(誰か腹がグーッと鳴っているが

28）？uJinumo:ditJinakutaN．
一

29)tjidsiminusukeipoNditJi

(牛が

naitaN.
一

jaxharu？aigajax・

腹がへっているのだろうか)。

モーと鳴いた｡）

（太鼓が一度ドンと鳴った｡）

30)namatatfikiruetuNga:tjlnakuN.

（まだ（生後）二月だから、おぎや一と泣く｡）

31）？ihihizditJiwareiN（ヒヒヒと笑う｡）

32)tja:magakiQkiriQki:tJinakutuju:

（倭鶏がコケコッコと鳴くから夜が

Pakisa.

明けるよ｡）

このタイプは、継続時間のみじかい、あるいは、一回の鳴き声や音をあらわ

すが、gu:(グー)、mo:(モー)、poN(ドン)、(Nga:(オギャー）などの1音

節構造の擬声擬態語は、重複形にして、多回的な、あるいは、継続する鳴き声

や音をあらわすことができる。

3.7JI:を後接させた重複形

we:we:Jl(わんわん)、pi:pi:Ji(ピーピー）などのように、重複形にJiある

いはJi:を後接させた形がみられる。これははだかの重複形に動詞suNが文法

化して合成した複合動詞pa:pa:suN、patJapatJasuNの第二中止形が連用修飾

－ 1 6 －



語として動詞を修飾するようになったものである2．

33)ja:nunahapa:pa:Jipumikutuja:duJiki?akire:.

（家の中がむんむん 蒸 す の で 戸 を 開 け ろ ｡ ）

34)harigkjapatjapatjajl:u:ijassaN.(枯れ木はサクッと

35)nu:gakadarawe:we:Jimunu:pakuN.

（何を食べたのかゲーゲーと吐く｡）
一

36)gamutakutakuj､ikadakuN.

（ガムをくちゃくちゃ噛んでいる｡）

折りやすい｡）
一

3．8接尾辞-mikatfiを後接させたひとえ形

擬声擬態語のひとえ形に接尾辞-mikasuNをつけてつくった複合動詞

dusamikasuN、gusumikasuNの第二中止形が連用修飾語として動詞を修飾す

る。-mikatfiの変種として-makatjlがある。この形は様態副詞として使用され

ることがおおく、動作や変化が1回、あるいは持続時間のみじかいありさまを

あらわす。

37)ni量？ubohonudusamikatJi？ututJaN．

（荷が重いのでどしんと落とした)。

38)tamanata:tJiNgatigusumikatjiki:N.

（キャベツを二つにザクッと切る｡）

39)de:kunisutamakatjiki:N.(大根をサクッと切る｡）

40)mi:nimiNtJ､auPiQtJutupu:mikatjiture:.

（目にゴミが入ったから、ふうっと（息を吹いて）取れ｡）

41)juhunamunukadi:ge:mikatjipakuN.

(変なものをたべてゲーッと 吐く｡）
一

*pa:pa:Ji(むんむん)、takutakuji(くちゃくちゃ）は複合動詞pa:pa:suN、
tJoNtfoNsuNの第二中止形に由来するが、ふたまた述語文の述語ではなく、連用修飾語

として述語になる動詞をかざっていて、副詞として機能しているとみる。
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42)tja:tjagatiburatipkmikajijuuN.

（祖父が指笛でピーッと（鳴らして）呼ぶ｡）

43)hamadunupi:tukidukipaNmakatJlme:iN

（かまどの火がときどきパチッと（弾けて）燃える｡）
－

4擬声擬態語の語棄的な意味

幸喜方言の擬声擬態語は、動詞とくみあわさり、発せられる音や動きのイメー

ジによって動詞のさしだす動作、変化、動き、状態の様態や結果的な状態をあ

らわしながら、回数や持続時間など、さまざまな側面から具体的に特徴づける。

擬声擬態語の語棄的な意味が動詞とのくみあわせのなかで実現することは、

多義的な擬声擬態語をみることで理解できる。すなわち、結びつく動詞の語棄＝

文法的なタイプのちがいが多義的な擬声擬態語の語量的な意味のちがいになっ

てあらわれる。turuturuは、主体変化動詞nkbuisuN(居眠りする）とくみあ

わさるとき、結果副詞として結果的な状態をあらわす。主体動作客体変化動詞

me:suN(燃やす）とくみあわさるとき、様態副詞として客体にはたらきかけ

ていく様態をあらわす。

44)terebima:gatfi:turuturu

（テレビを見ながらうとうと

45)naNJikisaNgututuruturu

nkbuisuN.
－

居眠りしている｡）

me:re:.
一

(焦げないようにとろとろ 燃やせ｡）
－

ba:ba:は、主体動作動詞とくみあわさって自然現象の動きのありさまをあら

わす様態副詞としてあらわれ、主体変化動詞とくみあわさって主体変化の結果

的な状態をあらわす結果副詞としてあらわれる。

46)hadsinuba:ba:pukuN.(風がびゆうびゆう吹く｡）

47)pimuba:ba:me:iN.(火がぼうぼう燃える｡）
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48)haradsiba:b匙蝋叫？aNda冒Jikire:．
．（髪がぼさぼさになっているから油をつけろ｡）

5擬声擬態語の語棄=文法的な意味

幸喜方言の副詞は、語棄二文法的な意味にしたがって様態副詞、結果副詞、

量=程度副詞、時間副詞に下位分類できる。

様態副詞

misuku(丁寧に)、japate:mi(やんわりと)、tjirad3ira:tu(面と向かっ

て)、so:ra:Jlku(しっかりと)、naNkuru(ひとりでに)、JiNdsiNtu

（心から)、joNna:(ゆっくり）

結果副詞

magiku(大きく)、suraku(きれいに)、?ara?ara(大雑把に)、

hatagata:tu(密に)、ku:guzm（濃く）

程度副詞

saQko:(とても)、de:d3ina(たいへん)、tj､u:ku(強く）、jo:ku(弱く）

量副詞

kaQsaN(たくさん)、Pupoku(たくさん)、supara(腹いっぱい)、

ku:te:mi(少し）

時間副詞

tukiduki(ときどき)、Pasanara(朝っぱらから)、PatJidaN(早速)、

jagati(やがて、あやうく）、sutebai(しばらく）、sute:(いつとき)、

piQtJi:(一日中）

擬声擬態語のばあい、様態副詞、結果副詞はみられるが、程度副詞にはsaQko:

(とても）があるが、きわめてすぐなく、量副詞、時間副詞は確認できていない。

擬声擬態語は量や程度を含意させながら様態や結果的な状態をあらわしたり、

単語のつくりの方法によって動作の多回性や程度をあらわしたりする。
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doNdoN(ドンドン）は、tatakuN(叩く）、？utJuN（打つ）などの動詞と

くみあわさるとき、多回的で小刻みにつづく打撃動作に付随して発生する音を

様態としてあらわす様態副詞としてあらわれる。主体動作客体変化動詞

(kamuN食べる等）とくみあわさると、客体にはたらきかける多回的な動作が

客体の量的な側面を含意した様態副詞へと移行する。主体動作動詞(PaQkuN

歩く等）とくみあわさると、多回的で小刻みなすばやい動きが強調された様態

副詞へと移行する。

49)darugaraja:dudoNdoNtatakusugadaruegaja:.
一

（だれか戸をどんどん叩くが誰だろう｡）

50)JiwaJiminidoNdoNJi？utj､uN.

（心配で胸がどんどんと／どきどきと打つ｡）

51)maNdutudoNdoNkame:.

（たくさんあるからどんどん食べろ｡）

52)joNna：？aQkaNgutudoNdoN？aQke:．

（ゆっくり歩かずにさっさと歩け｡）

はだかの重複形ba:ba:(びゆうびゆう)、doNdoN(どんどん)、naiを後接

したひとえ形mutanai(ワイワイ)、tJoNnai(ポタポタ）は、具体的な動作の

回数が複数であること、動作や変化が一定期間継続すること含意している。

5．1様態副詞的な擬声擬態語

かざりの擬声擬態語は、述語になる動詞のあらわす動きや変化などのようす、

し方を特徴づける。

53)keQsanutju:gamutamutasawaguN.
－

（たくさんの人がわいわい騒いでいる)。

54）？ja夏panapi:pi冒naraSUSUgakad3eruhitJuNna:．

（君鼻をピーピー鳴らしているが風邪をひいているのか｡）
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55）？a:ba:sa:ba：

(ぺちやくちゃ

?imiNwakaraNmunuNkajumuN
-

意味もわからないことばかりいう）

56)pisagajamuragetegetePaQkuN.
－

(足が痛いのかひょこひょこ塗k三重里ゑ°）

57)?uka?uka?uNteNJi:nePabunahatuki:JikitimuQte:.

（うかうか運転した ら 危 な い か ら 気 を つ け て持て｡）

58)miQkwabktJanud30:rapi:pi:Ji皿血PiQtJiki:nedsiniPiQtJikuN.

（ネズミが門からピーピーと鳴いて入って来たら銭が入ってくる｡）

59）？aNmagauraNtuwe:we員JinakuN．

（母さんがいないのでウェウェーと泣く｡）

60)keQsanutju:gamutanaisawaguN.
一

(たくさんの人がわいわい騒いでいる)。
－

61)nu:gakadarawe:naimunu:pakuN.
一

（何を食べたのかゲーゲー吐く｡）

62）？amadaimid3igatJoNtJoN2UtiN．

(雨だれがぽたぽた 落ちている｡）
－

5．2結果副詞的な擬声擬態語

結果副詞的な擬声擬態語は、動作や変化によってひきおこされた、主体や客

体の質や状態をあらわす。動詞のあらわす動作や変化が原因となってひきおこ

された状態を擬声擬態語があらわす。述語になる動詞と連用修飾語の擬声擬態

語は結果・原因という関係でむすびついている。

63）？aQtani？amiputikinugad3iQtad3iQta

（急に雨が降って服がぐしょぐしょに

di:tuN

濡れている)。

64）kjaku？ikirahanuJekigaga:ga：？atJuN．
－ 一

（客が少なくて席がガラガラに空いている｡）

65）？iQtaporo：kusagabo葛bo：mi富tututagure葛．
－ 一

（おたくの畑草がぼうぼう生えているから引き抜け｡）
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66)kumume:jasarasaranire:.66）ku量nume冒jasarasaranlrez．

（今日の飯は固く煮ろ（炊け)｡）

67）？ubusa菖jakutakutaniriwaruma:haru．

(煮物はクタクタに煮るのがうまい｡）
一

68)warainuPomotja墾皿旦型型N幽型埋辿型I
（こどもがおもちゃをさんざんに壊してしまっている）

69）？aQtaja蔦janamapi員pi:JikumatuN．

（あいつの家は今ピーピー困っている｡）

70)jamunahapa:pa:Jlpumikutuja:duJikiPakire:.

（家の中がむつと蒸すので戸を開けろ｡）

71）suputudi:ti？ikisirunatuN．

（ぐっしょり濡れてずぶ濡れになっている｡）

72）？anutJu:jabuNra:hanukwaNkwaNtu？aiN．

（あの人は威厳があって標としている｡）

73）ku:japiQtJi菖？itj､unahanuutatiguQtatunatuN.

（今日は一日中忙しくて疲れてぐったりなっている｡）

74)kumud3u:JljamidsigaupohonuboroboronatuN.

（今日の雑炊は水が多くて飯は柔らかくなっている｡）

接頭辞?u:-(大）をつけた重複形の擬声擬態語は、述語になる動詞のあらわ

す動作、結果的な状態のあらわれ方の程度がおおきいことをあらわす。様態副

詞的な擬声擬態語も結果副詞的な擬声擬態語も可能である。

75）keQsanutJu:ga？u:mutamutasawaguN．

（たくさんの人がわいわい騒いでいる)。
-

76)keQsanutJu:ga？u夏mutamutaJisawaguN．

（たくさんの人がわいわいと騒いでいる)。

77）？aminumagisanu？u量batabatadi:tuN．

（雨が激しくてく尋つしより濡れている)。
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78）？aminumagisanu？u:batanai di:tawaN.
－

(雨が激しくてぐっしょり濡れてしまった)。

79）bakudaNPutiti？ana：？uxgaxgaxnatuN．

（爆弾が落ちて穴がぽっかりになっている｡）

6擬声擬態語からの合成動詞

擬声擬態語をもとに合成した複合動詞baNbaNsuN、doNdoNsuNと派生動

詞baNmikasuN、doNmikasuNがある。前者は、baNbaN，doNdoNなどの重

複形の擬声擬態語にsuN(する）をくみあわせた複合動詞で、後者はひとえ形

の擬声擬態語に接尾辞-mikasuN，-makasuNをつけてつくられた派生動詞で

ある。baNbaNsuN，doNdoNsuNを1単語の複合動詞とみるか、分析的な2

単語のあわせ述語とみるか検討が必要であるが、本稿では複合動詞とみて記述

をすすめる。

6.1suNをくみあわせた複合動詞

擬声擬態語とsuN(する）がくみあわさったばあい、擬声擬態語はsuNに対

して連用修飾語としてはたらくのではなく、動詞の語棄的な意味の中核をにな

う要素としてsuN(する）をしたがえている。suNは、文中での複合動詞の機

能、アスペクト・テンス・ムードをあらわすが、アスペクトとかかわる複合動

詞の語棄二文法的なタイプの決定には擬声擬態語が重要な役割をはたす。81）

84）90）の例はいずれも、擬声擬態語gasagasaと動詞suN(する）がくみあわ

さった複合動詞だが、81)は主体動作動詞で、84は主体動作客体変化動詞で、

90）は状態動詞である。

80)weNtJuga

（ネズミが

81)haraguso

（唐辛子を

uiragasagasasuN.

いるのか

kamine

食べたら

ガサゴソする｡）

nudigapi:ratji

喉が柊らいて
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82）？ujaduigakuQku量Ji：kwa冒juuN．

（親鶏がコッコーと鳴いて雛を呼ぶ｡）

83)gasagasasaNgutu

(がさがさ（荒っぽく）

humekitiParare:.

しないでていねいに洗え｡）

84）nunu？uinijapaQtaNpaQtaNsu量taN．

(布を織るときはパッタンパッタンした｡）

85）？unude昌kiniJiriJirij､ikamaja.

（その大根をスリスリしてたべようね｡）

86）？anutJu:japiQtJi葛mi：JikaJikasuN．

（あの人はしよっちゆう目をパチパチする／目くばせする｡）

87)pana:tjimatutuhiNJe:.

(鼻が詰まっているからチンしろ／漢をかめ｡）

88)punuijaParaiwaQsatuJinagasagasasuN.

(布海苔は洗い方が悪いので砂がザラザラする｡）

89)?ikusa?atunu?amerikagumijasapasapasuN.

(戦後の米国産米はパサパサしている｡）

90)miNtJauPiQtj､atumi:Jikajikaji:jamuN.

（ゴミが入ったので目がチカチカして痛む｡）

91）？aJi：patikinu：JipuJipuJi：ke:riwarueru．

（汗をかいて服がジトジトして着かえなければならない｡）

92)Pukititj､a:kijami:tj､u:ranunuruNturuNsuN.

（起きたばかりのときは目が覚めずにぼんやりしている｡）

93)hatad3a:numine：2ukaukaJi且niNbaraN．

（濃茶を飲んだらウカウカして眠れない｡）

6．2接尾辞-mikasuNをつけた派生動詞

turumikasuN、oatl､imikasuNのように語幹のpatJimikasuNのように語幹の一部にひとえ形の擬声擬態語
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turn-、patji-をふくみ、接尾辞-mikasuN，-makasuNをつけてつくられる派

生動詞がある。

doNmikasuN、patJimikasuNの第二中止形doNmikatJ､i、patj､imikatjiが述

語動詞narasuN(鳴らす)、mi:?utji:suN(目くばせする）を限定する連用

修飾語として機能するとき、これも副詞とみるのがよいとかんがえる。

94)pana:tjimatutuhiNmikaJ､e:．

（鼻が詰まっているから湊をかめ｡）

95)sukeidoNmikasawatu:re:.

（一回ドンしたら走れ｡）

96)kumume:jasaramakatjihupahaN.

（今日の飯はさらっとして固い）

97)nudinigi:hakatiki:ki:su:tuka:mikaje:.

（のどに疎がかかってちくちくするからか一つとしろ（息を強く吐け｡）

98)namapatjimikasutajigakimujudaruu:ritagaja:.

（今ポキッとしたが木の枝が折れたのだろうか｡）

99)mi:patj､血ikasu員taJiganu:nu？e:d3uetagaja:．

（目をパチッとしたが、何の合図だったんだろう｡）

先述したように、接尾辞-mikasuNを後接した派生動詞の第二中止形が連用

修飾語となって述語をかざる。述語になる動詞のさしだす動作の様態をあらわ

していて、副詞化している。動作が一回、あるいは、持続時間のみじかいこと

をあらわす様態副詞は、このタイプだけである。

100)sukeidoNmikatJinarasawa

（一回ドンと鳴らしたら走れ｡）

101)sukeipatjimikatjimi:?utji:
－

（一回パチッと目くばせする｡）
－ －

tu:re:.

suN.
一
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同一の擬声擬態語にsuNをくみあわせた複合動詞と接尾辞-mikasuNを後接

した派生動詞とで語量＝文法的な意味に違いのみられるばあいがある。重複形

の擬声擬態語にsuNをくみあわせた複合動詞は無意志的な状態動詞として使用

され、ひとえ形の擬声擬態語に接尾辞-mikasuNを後接した派生動詞は意志的

な主体動作動詞として使用されている。

102)terebima:gatji:

（テレビを見ながら

103)wa:gamiQtJutu

（私が見ているから

turuturusutaNmunu…

うとうとしていたのに…）

tjumija

しばらく

turumikaJe:.

寝ていろ｡）

同じ派生動詞が述語になるばあいでも、主語（主体）が人か物かによって、

意志動詞としてもあらわれるし、無意志動詞としてもあらわれる。

104)ti:sukeipatJimikasutaN.

（手を一度パチンとした（叩いた)｡）

105)kimujudanupatjimikasutajigau:rirusagaja:.

(木の枝がパチンとしたが、折れたのだろうか｡）

ba:ba:は、風が吹くようすをあらわす様態副詞の意味も、髪の毛や草が乱雑

に伸びている結果的な状態をあらわす結果副詞の意味もあらわすが、接尾辞

-mikasuNが一回、あるいは短時間の運動をあらわす派生動詞を派生させるの

で、風が勢いよく吹くことをあらわすba:mikasuN(びゆうっと吹く）を派生

させることはできるが、火がもえることをあらわす派生動詞を派生することは

できない。

106)hadsinuba:mikatjiputjija:dubaNmikasutaN.

（風がびゆうっと吹いて戸をバンと閉めた｡）
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7擬声擬態語からの合成名詞

擬声擬態語から合成した幸喜方言の名詞には、擬声擬態語に名詞つくりの接

辞a、uなどの接辞をつけた派生名詞と、名詞や形容詞語幹をくみあわせた複

合名詞のふたつのタイプがある。

7．1派生名詞

接辞をつけた派生名詞には、セミや昆虫、鳥のなまえになっているもの、人

の‘性質や特徴をあらわす名詞になっているものなどがある。擬声擬態語をその

まま名詞化したタイプ、語末の母音を長音にして名詞化したタイプ、suN(す

る）の第一中止形に名詞化接辞aをつけて名詞化したタイプなどがある。

セミや烏の鳴き声は、その種類ごとにことなり、主体（種）を識別する重要

な決め手となることから、その鳴き声をあらわす擬声擬態語からその種をあら

わす名詞を派生させている。あるいは、特徴的な動きが目印になって種が区別

される動物は、その動きのようすをあらわす擬声擬態語が派生名詞になって名

前をあらわすものがある。

?a:saNsa:(クマゼミ)、d3i:wa:(クロイワツクツク)、tJiNtJina:(セッカ)、

tJoQtJoro:(鴬の幼鳥)、d3u:mukumuku:(セキレイ)、

人の表’情やふるまい、行動のありさまをあらわす擬声擬態語から人の性質や

特徴をあらわす名詞を派生させている。このタイプの派生名詞は、主として文

の述語にあらわれる。擬声擬態語が連用修飾語になって述語動詞をかざるとき、

述語動詞のあらわす動作に固有な一時的な特徴をあらわすのだが、ある特定の

個人がくりかえしその動作を行なうと、擬声擬態語のあらわす動作のありさま

がその個人の個‘性として恒常的にあらわれる特性へと移行し、それをあらわす

名詞がうまれる。
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107）？arija

（あいつは

108）？arija

（あいつは

109)ku:ja

gasagasa:etuParinijaJimiraN.

荒っぽい奴だからあいつにはさせない｡）

pa:gijigijisa:etusuwanijaniNbaraN.

歯車Lりする奴だから側には寝られない｡）

getegetesa:ja.(今日は、片足跳び遊びをしようね｡）

7．2複合名詞

擬声擬態語が複合語の前要素になって、複合名詞をつくる。後要素の名詞が

濁音化（有声音化）するのは通常の複合名詞と同じ。

turuturubi:(とろ火)、piripirigusu(軟便)、daradaraji:(ダラダラ仕方)、

daradara?ami(ダラダラ降り)、tidekunijirij､iri(大根おろし、大根おろし

器）、sasarame:(固めの飯)、boroborodsu:Ji(水気の多い雑炊)、

boroboro?ukeme:(水気の多い粥）

追記：本稿は国立国語研究所委託事業「沖縄における消滅危機方言の調査・

保存に関する研究」の研究成果の一部である。
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